











同じ i言語形式を~~るイム 11tl と 1)1 }IJのyt1なりを!論じる c その)j1tとして、社会i'1<J1-wJの観点ヵ、ら
イムIJrlとう|川の 誌を合んだ昨 1::1 を ~llJI Uしたところ、引月!では r1) 1 } I jiヨ:来」など砧{飯山Jな三












発信者中心構造(lb) 彼は〔私にJ 1~I~j が降ると言いました。
(lc) が降るって。
(ld) 雨が降るそうです。
イベン 1，I~II 心構造 I
イベン j、中心情造日
(小野・李・令・ダリヤグル・牧原 (2011) を修正)
11~I:j が降る J というオリジナル d情報を「彼」から聞き、それを呉なる他者に伝える場合に
あり得る表現である。(1 el) は「雨がi怒る」という情報を受けた「私Jを中心として丈が述
べられ、(1 b) は「雨が降る」という情報を伝えた「彼」を情報源として明示して「彼」の
視点カミら述べたものである。(1 c) の〔彼から〕、 (ld) の〔私に〕は省略も可能で、省略さ
れた場合、(1 c)は、〔私が聞いた〕のか、〔彼が言ったのか〕は 1愛|床で、 i百，)義に解釈できる。







るか る。作ijとして、 と約束し 。〕 ~，clドつ J 九
し¥(1) 。
約 に不在であっ よLに対して
































くj では、 のオジジナルの 眼前の メ、}江ノ 、-
(3) が1)年ると 。?、 、? ??ゎ?
しかし、本構文法あく も受動的 り、現代 1='-1 思JIラや 「タ
ィ)1三J ~こは通常できない(引。
(3ラ) はが る v う/毘き し¥む
からの を 「タイ る のもある。 極的な行
であり、ある ることで、 スピー ける引用は、
の主張を イヒ るためのもの る。
(りオング くこと j につい 人 r的なこと j している c この g人工的な
i ど
して jE日
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そも i主の iヨ か。芙 し¥ も、伝聞 report 、
)有は“ と も り、まっ く ィーピ円tの宇 Q ァー なる以 、 そコ
る さ る。 開や引 し1 現や行 ドに列挙
る。
2. 2. 1 1去
(7) 出J:つ え えノ¥ 。人づてに く)と c
6 )¥長
(8) 
伝1yJの [丈1士]a auxiliarv verb. 
hearsay evidence. 
a hears3v witness. 
報[報道] information; a hearsay report. 
:1 an expression for reporting hearsay. 
[伝t間 よ究員iJ~ the rule. 
太
(9) 
ある し1 び〉 j地と るべ {本験を るかわり，
{也の るもの 人からその体!:喪を V ¥ /，“ふ炉¥、 で供
体験者の鈍 1文し 7手生 ，こ~あ
JFIj において t~~1~~ 37条)の 万'; 7Jを
















)!I}~I~Ví.íJI flJ (an) unauthorized quotation. 
引mi=旨数[ (論文が) IJ I )刊される頻度Ja citation index 
















































『ブリタニカ [kll際大 17~1- 科事リl~.~ 2012 
( 1!J) 被引HJJt 
















明仁1 (1995 p.13) では、日本話教科書に閉し¥られている説明をまとめた上で、ゆくの説明
記述を否定し、分析を)1えている。
①「ーッテ」は「ート吉ウJ iト言っている/言ったJ iト間イタ j などの締約形であ
る。
②「ーッテ」は「ソウダj と|司じ意味である口
①について、本研究では「ってj はイベント 1:二!心構造として、 「三う」の発信者1:11心構
造や、 i I市く Jの受信者 1-'心構造ーと区別し、同情造を同じに捉えることはできなく、出u均、
な記述が必要であろう。また、別仁!のt旨摘では、 「んだって」は「そうだ」に置き換えが
できないということと、 IU!~ 前の会話を引用するのか、あるいは IJ~: 空間が陥れたものを引用
するのかという反日IJ を指摘しているが、これは直感的な分析で、併造を I~CJ1i主にする方法を
寸口こうした形態 I/i/~ な分析では、様々な言語形式の別法記述はできない。 I~íj 節までに見た
ように、うIJ+Jは「オリジナルテクストを法に、次の行為を行うことがは的となっている行
為 i のため、認 lj~占 11# }~I~ と発話 II~J'点には1I寺I/J:j1I句なズレがあることが予想できる。----方、伝間
では、必ずしもI!寺山 l'内なズレがなくてもいいであろう。この分析方法を進めるために、引同
文には 3つの1.J":点を認、めたい。 iU来事が成虫したイベント l時点 (ET: Event time)、情報を
日~-が認 J能した三記識 II~i: A~ (RT: Recognition time)、発話する発話wh= (UT : Utterance time) 
である。
7 









(1 ) :t+ 
( 15 b) 





























( 16 a) スできのう で 故があ し¥T:. ( 
( -一二工 のう東 ったと くよ)。
( 1 のう東 !択 あつにつ'-
( 16d) のう東京駅 あっ そう (よ)。








































( 1 7b) 
( 17c) 

























( 1 5 b' ) 
(15c' ) 































( 18 cl) 
て
( 183) ilJkし¥た」の修f!{ji先は i'tfl]られたJという命題Fi，，]と主文述語)J:_に可能だが、発信者
[1こi心構造の(1 7b) やイベント 11心1'IVjOiliの (18c) (18d) は命題内の「害1]られたJのみを修
部liする。 l'fIiで児たように、受信者1I心者構造の 1]1]くJは他のHNJ立とは呉なる特徴をも
っている。
この異なりは、 Jnt~ :{i-に刈ーする l活者の態度として;出 i哉されるものである口他者の附'，:i.I~ を伝
えることについて、脱出 (200:3)はつけFJの本質を「報告Jと「再生Jとしているが、コミ
ュニケーション)--では 話者の主{IJ!'1生が見られることがあり、この場合には IJ):J 1:J とは
えないであろう c í 報告 J をする[~~に主飢性をつ:める I~ミには受信者 1~1 i 心者-HliJ.liとなると
えよう。
支受:1伝瓦者cti心情j造i品誼i以外の村情f込造二がj主::{J観'tJ剖j比i則1ιけ'1性|
情造の 「つてJという表j現克は、 杉江訓泊i江J(20ω02) によれば、 本j抑山研り切肘F究でt提芯案する 4つUの〉夕イブプOの
i 巾ドlで、 j司:誌でも最も平く習得される。それは直前の発話や青戸をコピーして、円λ，---寸るこ
とができる泊、らである。
( 19) ノミパjヨ、 しばらく十吊って来ら~'lないって。
この伊lは例えば夫ヵ、ら電話で[しばらく帰れないJ とi聞いた妻が、子どもにすぐ伝える場
合の表現であろう。しかし、 ln二今二今川、の場合を考えてみよう。(1 9) では Ij:lI JJ~ J 1 )~f2 }f J 
以外に“嫌みH としても解釈できる。ここに会話の話者の主観性が認められる。
(20) パパね、しばらく帰って来られないんだって口 (李2011より)
(20) では「パノ勺に対サーる不信のようにも!苔じる。この;丈ではイ云伺 \ll~J1幾古Eから iJ[ Hl¥']<J 1幾
能への移行が認められる口
5まとめ
本稿では、 「伝間J と「引用」の呉なりを見ーた口 「伝I.lkJ と 113 }:I~ Jは行為の目的が呉
なることを指捕した。次に、分析のIgj提として、受信者1-]心情造、発信者 i十l心構造、イベ
ント i~J心構造という考え方を提案し、この分析方法を活かしながら、情報梢造として、イ
ベント時点 (ET: Event time)、情報を話JiE「が認識した認識H寺点 (RT:Recognition time)、花
話する発話H#/~~ (UT: Utterance time) を設立'することで、 PT と UTの H~iî: 間的なズレがあるこ
とが、伝聞と I引j干jの異なりを生むことを見た口
また、伝聞と J]1 J刊の違いについては 伝聞はあくまでも発信者の発信'情報を忠実に「内:











ijζ本( Iブランス訟の伝出j片手にJ U 
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